
デジタルトランスフォーメーション（DX）戦略の振り返り

YOKOGAWAのDX活動は、前中期経営計画「Transformation 2020」のもとで2018年4月にスター
トし、社員の生産性向上を目的としたInternal DX、お客様に付加価値あるデジタルサービス提供
を目的としたExternal DXの活動を推進してきています。最初の3年間で、インフラ・セキュリ
ティ・アプリケーション・データ等のIT基盤のグローバル最適化を進め（DX 1.0）、現在の中期経営
計画「Accelerate Growth 2023」のもとでは、お客様・パートナー様・社員の3つの視点に立って、体
験 価 値 を 向 上 さ せ るDX施 策 を 推 進 し て い ま す（DX 2.0）。一 方、External DXに お い て は、
YOKOGAWAがOT分野で培ってきたノウハウを積極的にクラウドアプリケーション化し、モノ売
りからコト売りへのビジネスモデル転換を進めています。既存アプリケーションのクラウド化・
リカーリング化に加え、YOKOGAWAのクラウドアプリケーション基盤であるYokogawa Cloud上
で、IIoT・人工知能（AI）/機械学習（ML）・3D Digital Twin・ビデオマネジメント・サイバーセキュリ
ティ等、クラウドサービスを強化してきています。この様なDX活動が認知されたことで、当社は
2022年6月に経済産業省/東京証券取引所が主催するDX調査2022において、DX注目企業に選定さ
れ、2023年4月1日に経済産業省が推進するDX認定制度に基づくDX認定事業者に再認定されまし
た。今後は、Internal DXの目的である社員の生産性向上を実現していくと同時に、External DXと
して、DXサービスに関する受注・売上・利益の拡大に努めます。
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Yokogawa’s Purposeのもと、当社においては、お客様のDigital Enterprise化・System of Systems化実現に貢献するExternal DXと、当社
がDigital Enterpriseになるべく、社員の生産性向上を目的としたInternal DXの2つのDXの取り組みを進めています。

Internal DXにおいては、DX 1.0で整備したグローバルなIT基盤のもとで、お客様・パートナー様・社員の3つの体験価値を高める
DX施策を進めています。一方、External DXにおいては、当社クラウド基盤であるYokogawa Cloudのもとで、魅力あるクラウドアプ
リケーションを整備し、お客様とデジタルでつながっていくことを目指しています。

社員の生産性向上  ・環境負荷低減
ECMとSCMのシームレス連携

Internal DX:
ビジネスモデル変革 ・環境負荷低減

・お客様への提供価値向上
・既存ビジネスのデジタル化と新規DXビジネス創出
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Yokogawa's Purpose：測る力とつなぐ力で、地球の未来に責任を果たす。

仮想空間における、お客様のDigital Enterprise（DE）化と、
企業間取引のSystem of Systems（SoS）化の実現

YOKOGAWA自身のDE化によるDXのユースケース化と、
社員の生産性向上の実現

DX方針

External DX：

Internal DX：

サプライチェーン/クオリティチェーン
エネルギーチェーン/カーボンチェーン

仮想空間：
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DX/ITソリューション

サプライチェーン/クオリティチェーン
エネルギーチェーン/カーボンチェーン
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OTソリューション
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PX：Partner Experience, EX：Employee Experience, CX：Customer Experience, ECM：Engineering Chain Management,  
SCM：Supply Chain Management

YOKOGAWAは、新中期経営計画「Accelerate Growth 2023」において、OT/ITコンバージェンスの推進を標榜しており、そのために
は、強みのOTに関するケイパビリティを生かした上で、DX/ITのケイパビリティを強化すべく、DX/IT企業との積極的な連携を進めて
います。2022年9月に、東南アジアにおけるERP事業成長の加速のためVotiva社を買収し、IT領域におけるERP事業の強化を行いまし
た。今後、同じく資本提携関係にあるWeb Synergies社と連携し、グローバルにERPビジネスの強化を図る予定です。同じタイミング
で、ITや経営コンサルティングサービス強化のため、株式会社エル・ティー・エスと資本業務提携を行いました。横河デジタル株式会社
との連携のもと、IT/OTを融合したコンサルティングサービスを提供していきます。今後も、積極的なDX/IT企業との連携を図ってまい
ります。

DX/IT企業との戦略的提携の推進状況

2022年度は、新中期経営計画「Accelerate Growth 2023」の2年目であり、新しく設定したDX戦略の2年目でもありました。External 
DXの重要指標として位置付けているDX関連受注比率ですが、グローバルなDX関連受注の伸長により、当該比率が大きく伸長しまし
た。Internal DXの重要指標として位置付けている、デジタルプロセス率・ITインフラ環境負荷削減率・クラウド化率・アジャイルプロ
ジェクト率・DX人財比率に関して、ITインフラ環境負荷削減率・アジャイルプロジェクト率はクラウド化・アジャイル化の更なる浸透
により大きく前進し、中期目標を前倒しで達成出来ました。デジタルプロセス率・DX人財比率の改善も進みました。デジタルプロセス
率については、2022年度に予定していた統合CRM等のグローバルプラットフォーム導入により、指標の改善が進みました。DX人財比
率改善については、2021年度から本格的に開始したDX人財育成の施策により、大きな改善が進み、中期目標に近づきました。

2022年度のDX関連KPIの進捗状況

※DX関連受注比率：全受注額に対するデジタル技術を活用したプロジェクト受注の割合
※デジタルプロセス率：全ての業務プロセスごとに定義したプロセス数に対し、グローバルプラットフォームによりデジタル化されたプロセスの割合
※ITインフラ環境負荷削減率：2018年度を基準として、クラウド化により削減出来た想定電力消費量の割合
※ クラウド化率：現在利用しているサーバ数に対するクラウド上で展開しているサーバ数の割合
※アジャイルプロジェクト率：全てのITプロジェクト数に対するアジャイルアプローチを活用しているITプロジェクトの割合
※DX人財比率：全てのIT人財数に対するデジタル技術を有している人財数の割合

2020年度　​​2.0%​
2022年度　​​3.5%
2023年度      4.0%

DX関連
受注比率

2020年度​​約40%​
2022年度　​​63%
2023年度      63%

デジタル
プロセス率

2018年度​​​​100%
2022年度　​​57%
2023年度      65%

ITインフラ
環境負荷
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クラウド
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アジャイル
プロジェクト

率

DX人財
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2020年度　​​61%​
2022年度　​​75%
2023年度      64%

2020年度　​​19%​
2022年度　​​62%
2023年度      35%

2020年度　​​20%
2022年度　​​40%
2023年度      50%

2023年1月に、NTTコミュニケーションズ株式会社と運転員の操作を学習したAIにより
プラントの自動運転を実現する「オートパイロット」を提供開始しました。本機能をJNC石
油化学株式会社市原製造所に導入し、従来技術では制御が難しかった工程の自動運転に
成功するとともに、運転員による手動操作を超える精度を確認しました。

2023年3月に、クラウドベースのIIoTサービス、OpreX Asset Health Insights （2.0）をリ
リースしました。この新バージョンでは新たに強力な設備監視・管理機能を実装しただけ
でなく、Alibaba Cloudへも対応しました。Asset Health Insightsは、プラントに配置され
た設備や装置などのアセットから運用技術（OT）データを収集し、適切な形に集約して表
示するクラウドベースのアセット監視サービスです。Asset Health InsightsはYokogawa 
Cloudを基盤とし、人工知能（AI）、機械学習（ML）による分析機能を備えています。

2023年3月に、世界初強化学習AIが株式会社ENEOSマテリアルの化学プラントに正式
採用されました。自律制御AIが約１年にわたる安定操業により、環境負荷の低減、品質の安
定、ノウハウのDX化をかなえる次世代の制御技術であることが確認されました。これらに
より、IA2IA/Smart Manufacturing実現に向けた技術的課題が解消されてきています。

新しいDXサービスの導入状況

化学プラント

運転データ

自動再学習で
状況変化に適応

・各種センサから取得した温度や圧力などのデータ
・運転員の過去の操作履歴

オートパイロット

自動運転
化学プラント

運転データ

自動再学習で
状況変化に適応

・各種センサから取得した温度や圧力などのデータ
・運転員の過去の操作履歴

「ガイダンス機能」
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3 コーポレート成長戦略

DX方針
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